
医療的ケア児支援センターの想定スキーム

医療的ケア児

その家族

回答・情報提供

医療的ケア児支援センター

相談（在宅移行・受入先等）

支援者・その他県民
情報提供（地域の支援ニーズ等）、相談対応、連絡調整相談・情報提供

内陸：みちのく療育園

沿岸：県立大船渡病院

等

地域の先進取組機関

連携（地域資源の共有、事例提供等）

医療的ケア児等コーディネーター

相談内容の情報提供、引継ぎ

把握した医療的ケア児の情報提供

情報提供・助言等

地域の現状・課題把握

家族会

保護者、きょうだい児等の交

流の場（機会）の提供

連携（ニーズ・実態把握等）

地域の支援者等

地域の多分野（職種）連携によるケース検討

検討・調整結果に基づき支援

セミナー・研修等

コーディネーター

対象のケース共

有・勉強会に参加

（センター主催）

情報提供、情報共有

・医療的ケア児の把握状況

・支援施策の内容

・市町村内の課題

・ケース対応の好事例

等

相談（在宅移行・受入先等）

回答・情報提供

関係機関（医療、保健、福祉、保育、教育、労働等）

相談支援機能 研修・情報発信機能

（事務局機能）
・医療的ケア児等コー

ディネーターによる相

談対応

・研修実施

・各種情報収集・発信

・センター運営業務

○医療・・・医大、療育センター、県立病院、国立病院機構、訪問看護事業所、その他医療機関（小児科以外含む）

○保健・・・保健センター、保健所、市町村（母子保健課）

○福祉・・・障害福祉サービス事業所、児童発達支援センター、基幹相談支援センター、市町村（障がい福祉課）

○保育・・・保育所、認定こども園、市町村（保育課）

○教育・・・幼稚園、小中高等学校、特別支援学校、教育事務所、市町村（教育委員会事務局）

○労働・・・労働局、ハローワーク

・NICU入院時のケースカンファレンスから
支援センターが加わり、医療的ケア児の

把握及び在宅移行後の生活に係る助言、

移行先地域への情報提供を行う

・チーム医療との連携による、個々の医

療的ケア児の状態把握

・18歳以上となった場合の移行期支援に
係る検討・情報共有

○在宅移行に関する助言等（岩手医科大学等）
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